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１．１．１．１．教育委員会の点検・評価について教育委員会の点検・評価について教育委員会の点検・評価について教育委員会の点検・評価について（趣旨）（趣旨）（趣旨）（趣旨）    

 

（趣旨）（趣旨）（趣旨）（趣旨）    

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定により、すべての教育委員会は、

その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表することとされてい

ます。 

  旭市教育委員会では、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について、点検及

び評価を実施し、報告書を作成しました。 

 

（点検評価の対象）（点検評価の対象）（点検評価の対象）（点検評価の対象）    

点検・評価の対象は、旭市総合戦略「郷土愛からつなぐ未来 ず～っと大好きなまち

旭 ～三郷の実現から発展へ～」の中で掲げた教育委員会に関する施策の取組としまし

た。 

旭市総合戦略以外で掲載した主要な施策の取組は、「その他」としております。 

 

（点検評価の方法）（点検評価の方法）（点検評価の方法）（点検評価の方法）    

旭市総合戦略に掲げた事業ごとに、当該年度の取組内容及び結果、評価（５段階）、

今後の取組・課題等について記載し、事業の実績を明確にするとともに今後の対応を検

討しました。 

 

評 価 評 価 に 対 す る 考 え 方 

完了完了完了完了    目標を達成し、取り組みを完了した（完成した） 

順順順順調調調調    目標の達成に向け、計画どおりに進行した 

概ね順調概ね順調概ね順調概ね順調    目標の達成度は十分ではないが、概ね順調に進行した 

横ばい横ばい横ばい横ばい    

計画どおりに進行しなかった。 

調査・検討はしたが、見直しまでに至っていない 

不不不不調調調調    調査・検討の結果、実施を見送った 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律地方教育行政の組織及び運営に関する法律地方教育行政の組織及び運営に関する法律地方教育行政の組織及び運営に関する法律    

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第第第第２６条２６条２６条２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務(前条第１項の規定により教育長に委任され

た事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局職員等に委任された事務

を含む。）を含む。) の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告

書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２２２２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見

の活用を図るものとする。 
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２．２．２．２．教育委員会の点検・評価について（総括）教育委員会の点検・評価について（総括）教育委員会の点検・評価について（総括）教育委員会の点検・評価について（総括）    

 

(１)平成３０年度における取組の方向    

○ 旭市は、旭市総合戦略（平成２７年度～令和元年度）の中で、「郷土愛からつなぐ

未来 ず～っと大好きなまち旭 ～三郷の実現から発展へ～」を旭市の将来都市像

としています。また、旭市の教育に関する大綱（平成２８年度～令和元年度）では、

「～旭に学び、育ち、旭を誇りに思うひとづくり～」を基本理念としています。 

旭市教育委員会は、これらに基づいて、平成３０年度旭市教育行政の運営に関す

る基本方針となる、学校教育指導の指針及び社会教育実施計画を定め、各種事業を

推進することとしました。 

○ 教育委員会活動の充実については、地域・学校現場との意見交換を行う等の取組

を進めるほか、市広報紙を通じ教育委員会活動を紹介することとしました。 

 

(２)取組の実施状況の概要 

① 教育委員会活動の取組について 

○ 市内小・中学校２０校全てを訪問し、経営説明や施設等の視察、授業参観により、

各学校の状況及び校長の経営姿勢、経営方針、教職員・児童生徒の実態を把握する

とともに、教育現場との意見交換を行いました。 

また、市開催の地区懇談会へ教育長が出席した他、教育委員研修会への参加、教

育諸団体との意見交換や入学式・卒業式、市行事、生涯学習事業等への出席により、

市民の教育行政に関するニーズの把握に努めました。 

○ 平成３０年度においては、１２回の教育委員会定例会議を開催し、教育現場の意

見を踏まえ、教育委員会規則等の見直しや平成３０年度の旭市教育行政の運営に関

する基本方針の制定等、重要な方針を決定しました。 

   〔別表１(Ｐ６～)、別表２(Ｐ８～)参照〕 

○ 平成２５年１０月から市広報紙に月１回、市民向けの教育情報の掲載を行ってい

ます。平成３０年９月からは、郷土の発展のために尽くされた「あさひ 輝いた人々」

の掲載を開始しました。 

○ 平成３０年度の総合教育会議においては、２回の会議を開催し、「環境教育の推進」、

「生涯学習施設の整理･統合」、「教職員の労働時間」及び「人口減少問題」について

意見交換を行いました。 

 

② 学校教育指導の指針について 

○ 学校評価については、教職員による自己評価を全小・中学校が実施し、その結果

を公表しました。また、学校関係者評価も全小・中学校で実施され、ほとんどの学

校でその結果が公表されました。 
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○ 市内各小・中学校では、「自ら学び、思考し、表現する力」を育成する学習指導の

研究に取り組み、学習指導の充実や教員の指導力向上に努めました。 

○ 読書活動の充実のために、学校図書館司書を派遣し学校図書の整備と読書指導を

進めました。 

○ 生徒指導に関する研修会や不審者対応訓練等の生徒指導・安全教育の充実を図り

ました。 

○ 全小学校では「ゆめ・仕事ぴったり体験事業」、全中学校では「職場体験事業」を

実施し、キャリア教育の充実を図りました。 

○ 授業でのＩＣＴの積極的な利用を呼びかけるとともに、校務システムによる事務

処理の効率化と情報管理の徹底を推進しました。 

○ 小・中学校指導力向上研修会等、新たな教育課題に対応した研修会を実施するこ

とにより、教職員の専門性の確保と指導力向上を図りました。併せて、学力向上対

策研修会を実施し、各校での調査結果の活用方法等について研修を深めました。 

○ 特別支援教育推進のため、研修会の実施や「旭市特別支援連携協議会」の充実、

「就学情報パンフレット」の小学校就学予定者の保護者への配付、小学校就学にお

ける「旭市就学支援ステップシート」の活用等、特別支援教育の理解と体制の整備・

充実を図りました。 

○ 学力向上やいじめ問題、教職員のモラールアップにつながる情報等を、学校教育

課便りを通して全教職員に発信しました。また、家庭学習の充実に関するリーフレ

ットを作成し、啓発資料として全家庭に送付しました。 

○ 授業の中で作成した作品を展示する「旭市図工・美術作品展」を１月に実施し、

児童生徒の情操教育の推進に努めました。 

○ 児童生徒の登下校中の安全を確保するため、平成２６年度に策定した「旭市通学

路交通安全プログラム」に則り、関係機関との連携体制を図りながら重点校に指定

された５校について合同点検を実施しました。 

 

③ 総合戦略における社会教育について 

○ 「結婚・出産・子育ての希望がかない、誰もが生きがいを持てるまちづくり」を

基本目標に、「スポーツの振興」、「子育て支援の充実」、「生涯学習の充実」、「芸術文

化の振興・伝統文化の保存」、「青少年の健全育成」、「交流の促進」の基本施策をそ

れぞれ展開しました。 

○ 「スポーツの振興」では、スポーツ活動の充実を図るため、各種市民スポーツ大

会に係る助成を行うとともに、市民の一体感を醸成する事業として、市内全地区か

ら参加する市民体育祭、市民スポーツのつどい、健康体力づくりフェスティバル等

を実施しました。さらに、スポーツ活動の支援として、体育協会・スポーツ少年団

等への運営補助を行うとともに指導者等の養成に努めました。 

また、スポーツ施設の維持管理については、スポーツやレクリエーションによる 
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地域の交流の場となる施設の整備充実を図るとともに、利用しやすい管理運営に努

めました。  

○ 「子育て支援の充実」では、３歳児の保護者を対象にした「わくわく子育て学級」

並びに小・中学校の１学年の保護者を対象とした「家庭教育学級」の充実に努めま

した。 

○ 「生涯学習の充実」では、関連施設の整備を行い、学習環境の充実に努めました。

各公民館等においては個人の資質の向上に向けた各講座の充実に努めました。 

○ 「芸術文化の振興・伝統文化の保存」では、市民文化活動の推進、文化振興事業

の充実、文化財の保存等を重点に実施しました。 

市民参加型事業については、文化団体の活動の成果を発表する場が求められてい

ることから、各地域での文化祭の開催や、市民音楽祭、あさひのまつり等を東総文

化会館で実施しました。舞台芸術の鑑賞としては、プロによるコンサート等を開催

しました。また、文化施設の利用助成、文化協会等への補助を行いました。 

地域固有の歴史、文化財等の保存継承について、文化財の保存・継承団体へ補助

を行うとともに、国指定文化財大原幽学遺跡の保存・活用及びそれに伴う整備を行

っていくため、測量業務の実施及び保存活用計画策定委員会を開催し、保存活用計

画を策定しました。 

また、大原幽学記念館では、常設展示以外に企画展を行ったほか、校外学習や社

会科見学の受け入れを行いました。 

○ 「青少年の健全育成」では、青少年相談員の各種事業への積極的な協力や、子ど

も会事業でのリーダーの育成を推進するとともに、地域子ども教室の充実を図りま

した。 

海上キャンプ場は、平成２９年度から引き続き（株）塚原緑地研究所が令和元年

度までの３年間、海上キャンプ場の指定管理者として管理運営することになりまし

た。 

 

(３)今後の課題と対応 

① 教育委員会活動の取組について 

○ 新教育委員会制度の下、首長との連携強化を図り、総合教育会議において、教育

条件の整備等重点的に講ずるべき施策について協議・調整をしていきます。 

    今後も、市教育委員会の役割、責務を果たし、「旭市総合戦略」の基本目標に基

づく各施策、及び「旭市の教育に関する大綱」の５つの重点目標を踏まえ、教育活

動に向けて重要な方針や方向を決定していきます。また、地域の教育ニーズに応え

る教育委員会として、常に教育現場や地域・保護者の声に耳を傾け、安全で安心な

学習環境づくりと教職員の指導力向上に向けて、旭市教育委員会ならではの教育行

政を推進していきます。  
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② 学校教育指導の指針について 

○ 学習指導要領のねらいや千葉県教育委員会の施策等の動向を踏まえつつ、地域や

社会から求められる道徳教育、特別支援教育や食に関する指導、安全・防災教育の

推進、ＩＣＴ教育の推進、グローバル化に対応した教育の推進等、現代的な教育課

題に向けて、学校における働き改革を進めながら、指導の充実を図っていきます。 

 

③ 総合戦略における社会教育について 

○ 市民のニーズが多様化していることから、誰もが生きがいを持てるまちづくりを

めざし、生涯学習の基本目標の達成に向けて、関係機関、関係団体、民間等と連携

を図り、さまざまな学習機会の提供や各種活動の支援、また、世代間交流の促進に

よる青少年の健全育成を目指します。 



(別表１）

会　　議　　名　　等 会議場所等

2 教育委員会辞令交付式 海上支所会議室

10 市内小中学校入学式 小学校15・中学校5

定例会 海上支所会議室

旭市教職員歓迎式 海上公民館

11 東総地方教育委員会連絡協議会総会 昇月ビアスタンド

18 定例会 海上支所会議室

22 千葉県市町村教育委員会連絡協議会総会並びに特別講演会 茂原市民会館

29 学校訪問（1校） 海上中

2 市内小学校運動会（10校）

琴田小・干潟小・富浦小・矢指小・共和小

・三川小・飯岡小・中和小・萬歳小・古城小

19 学校訪問（1校） 飯岡小

21  定例会  海上支所会議室

25 学校訪問（1校） 共和小

2 学校訪問（1校） 鶴巻小

5 学校訪問（1校） 中和小

10 学校訪問（1校） 萬歳小

11 東総地方教育委員会連絡協議会研修視察 千葉市、市川市方面

12 学校訪問（1校） 富浦小

定例会 海上支所会議室

学校訪問（1校） 干潟小

30 総合教育会議  海上支所会議室

8 10 定例会 海上支所会議室

16 市内中学校運動会（5校） 市内中学校5校

21 定例会 海上支所会議室

25 学校訪問（1校） 第二中

27 学校訪問（1校） 琴田小

29 市内小学校運動会（5校） 中央小・豊畑小・鶴巻小・滝郷小・嚶鳴小

5 学校訪問（1校） 櫻鳴小

7 旭市民体育祭 東総運動場

9 学校訪問（1校） 第一中

19 定例会 海上支所会議室

23 学校訪問（1校） 飯岡中

24 学校訪問（1校） 矢指小

日付

３．教育委員活動状況３．教育委員活動状況３．教育委員活動状況３．教育委員活動状況

平成30年4月～平成31年3月

13

13

4

5

6

7

9

10

6



11 1 旭市中学校合同文化祭 東総文化会館

5 学校訪問（1校） 三川小

11 旭市産業まつり 海上コミュニティ運動公園

14 学校訪問（1校） 古城小

15 第１回教育委員研修会 千葉県総合教育センター

16 定例会 海上支所会議室

19 学校訪問（1校） 豊畑小

25 青少年意見発表大会 東総文化会館

28 学校訪問（1校） 干潟中

30 学校訪問（1校） 中央小

3 教育委員任命書交付式 市長室

定例会 海上支所会議室

教育委員会歓送迎会 傳兵衛

13 成人式 東総文化会館

18 定例会 海上支所会議室

22 第２回教育委員研修会 茂原市民会館

24 学校訪問（1校） 滝郷小

29 総合教育会議  海上支所会議室

3 旭市飯岡しおさいマラソン大会 いいおかユートピアセンター

22 定例会 海上支所会議室

2 旭３S活動報告会 東総文化会館

9 市内中学校卒業式（5校） 市内中学校5校

11 東日本大震災七周年　千葉県・旭市合同追悼式 いいおかユートピアセンター

16 市内小学校卒業式 市内小学校15校

26 定例会 海上支所会議室

27 退職教職員感謝状贈呈式 海上支所会議室

29 教育委員会退職辞令交付式 海上支所会議室

31 スプリングコンサート 東総文化会館

21

3

12

1

2
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6月21日

9月21日

10月19日

11月16日

12月21日

1月18日

10月定例会

11月定例会

12月定例会

1月定例会

8月10日

－

第18号

第13号

（２）審議内容等

第３号

第４号

4月13日

第１号

第14号

第６号

第７号

5月18日

第８号

定例会

議案番号

１２回

第11号

第12号

9月定例会

第15号

第２号

開催日

7月13日

4月定例会

5月定例会

6月定例会

7月定例会

8月定例会

第５号

第９号

第10号

第16号

―

―

第17号

旭市公民館運営審議会委員の委嘱について

旭市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例の制定に関する意

見について

海匝採択地区協議会の委員の選任について

旭市社会教育委員の委嘱について

旭市いじめ問題対策連絡協議会委員の委嘱について

旭市いじめ問題対策調査委員会委員の委嘱について

財産の取得に関する意見について

平成３１年度使用教科用図書の採択について

旭市学校給食費徴収規程の一部を改正する告示の制定に

ついて

計

１２回

議案名・協議件名

旭市教育支援委員会委員の委嘱について

旭市学校給食センター運営委員会委員の委嘱について

旭市社会教育委員の委嘱について

臨時会

0

協議会

0

平成３０年度旭市一般会計補正予算案のうち教育委員会

所管の補正予算案に関する意見について

旭市立小学校及び中学校管理規則の一部を改正する規則

の制定について

旭市立学校職員服務規程の一部を改正する訓令の制定に

ついて

教育委員会の事務の管理及び執行に係る点検・評価につ

いて

平成３０年度旭市一般会計補正予算案のうち教育委員会

所管の補正予算案に関する意見について

代決処分の承認について

（別表２）４．教育委員会会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．教育委員会会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．教育委員会会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．教育委員会会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）会議の開催（平成３０年４月～平成３１年３月）

回数

8



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

(1) 1 1

(2) 1 2 3 6

(3) 2 1 1 4 8

(9) 1 1

(10) 1 2 1 4

(11) 1 1

(12) 4 1 1 2 1 9

(15) 1 1

4 3 1 4 4 0 0 1 0 1 9 4 31計

法第２９条に規定する意見の申出に関するこ

と。

※議会の議決を得るべき事件の議案を作成する場合におい

ては、教育委員会の意見を聞かなければならない。

課長の任免に関すること。

職員の分限及び懲戒の処分に関すること。

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点

検及び評価に関すること。

附属機関の委員の任命、委嘱又は解任に関す

ること。

教科書その他の教材の取扱いの方針に関する

こと。

計

旭市教育委員会行政組織規則

による議決事項（第５条）

平成30年度　開催月

教育に関する事務の管理及び執行の基本的な

方針に関すること。

教育委員会規則その他教育委員会訓令及び告

示の制定又は改廃に関すること。

2月定例会

第19号

第22号

第23号

第24号

第25号

第21号

第20号

3月26日

2月22日

平成３１年度旭市教育行政の運営に関する基本方針の制

定について

平成３１年度旭市一般会計予算案のうち教育委員会所管

の予算案に関する意見について

平成３０年度旭市一般会計補正予算案のうち教育委員会

所管の補正予算案に関する意見について

代決処分の承認について

代決処分の承認について

旭市社会体育施設の設置及び管理に関する条例施行規則

の一部を改正する規則の制定について

旭市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例の制定に関する意

見について

旭市要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱の

一部を改正する告示の制定について

第28号

第29号

第31号

第30号

3月定例会

第26号

第27号

旭市立中学校部活動指導員取扱規程の制定について

（３）議決事項別　議案数

旭市文化財審議会委員の委嘱について

代決処分の承認について

課長の任免について

旭市社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例の制定に関する意見について

9



【評価結果一覧表】

施　　策 No 事業名 完了 順調

概ね

順調

横

ばい

不調

03 観光の振興 観光施設の整備 生涯学習課 1 文化財看板の整備 ○

05 保健の充実 健康づくりの推進 体育振興課 2 健康づくり運動推進事業 ○

3 各種スポーツイベントの開催 ○

4 スポーツ推進計画の策定 ○

5 競技団体の支援 ○

6 指導者の育成 ○

7 社会体育施設管理費 ○

8 総合体育館管理費 ○

9 コミュニティ・スポーツ広場の管理 ○

10 社会体育施設改修事業 ○

11 家庭教育学級の充実 ○

12 家庭教育相談体制の充実 ○

13 情報提供の推進 ○

学校教育課 14 放課後児童クラブ運営事業 ○

庶務課 15 幼稚園運営助成事業 ○

学校教育課 16 育英資金給付事業 ○

庶務課 17 第３子以降保育料等の無料化 ○

18 学校いきいきプラン事業 ○

19 小・中学校情操教育推進事業 ○

20 小・中学校情報教育推進事業 ○

21 学校給食の充実 ○

22 小・中学校教諭補助員配置事業 ○

23 英語指導助手配置事業 ○

24 学校図書館司書配置事業 ○

25 スクールカウンセラー配置事業 ○

26 特別支援教育体制推進事業 ○

27 適応指導教室指導員配置事業 ○

28 課外活動支援事業 ○

29 教職員研修事業 ○

30 キャリア教育推進事業 ○

31 学校大規模改修事業 ○

32 飯岡中学校改築事業 ○

33 生涯学習施設活動費 ○

34 生涯学習講座の開催 ○

35 生涯学習ボランティアリーダーバンクの充実 ○

36 生涯学習関連施設のネットワークの活用 ○

37 各施設の整備充実 ○

38 生涯学習センター複合施設の検討 ○

39 図書の充実 ○

40 市図書館と図書施設のネットワークの活用 ○

41 図書館の整備 ○

42 市民文化活動の支援 ○

43 文化施設の利用助成事業 ○

44 文化振興事業 ○

45 大原幽学関係資料の保護・保存 ○

46 文化財保存事業 ○

47 文化財保存・継承団体助成 ○

48 大原幽学遺跡史跡公園管理費 ○

49 成人式開催事業 ○

50 青少年育成市民会議の推進 ○

51 青少年問題協議会の開催 ○

52 青少年相談員連絡協議会活動の推進 ○

53 通学合宿の推進 ○

54 地域子ども教室事業 ○

55 子ども会活動の促進 ○

56 海上キャンプ場管理事業 ○

57 スポーツ交流の促進 ○

58 オリンピック事前キャンプ地誘致 ○

59 ドイツ交流事業 ○

生涯学習課 60 茅野市児童交流事業 ○

学校教育課 61 沖縄交流事業 ○

29 防犯対策の充実 ①防犯体制の充実 学校教育課 62 青少年センター活動費 ○

1 57 3 1 0

５．総合戦略掲載事業の進捗状況及び評価等について５．総合戦略掲載事業の進捗状況及び評価等について５．総合戦略掲載事業の進捗状況及び評価等について５．総合戦略掲載事業の進捗状況及び評価等について

合　              計

施策の展開

06 スポーツの振興

07 子育て支援の充実

11 学校教育の充実

12 生涯学習の充実

13 芸術文化の振興・

　　　伝統文化の保存

14 青少年の健全育成

17 交流の促進

②スポーツ施設の維持管理 体育振興課

体育振興課①スポーツ活動の充実

生涯学習課

学校教育課

学校教育課②教育支援体制の充実

①結婚・子育て環境の整備

②子育て世帯への経済的支援

①教育内容の充実

③学校施設の充実

①生涯学習機会の充実

②生涯学習関連施設の充実

③図書館及び関連施設の充実

①芸術文化の振興

②文化財の保護

①青少年の健全育成の推進

①交流事業の促進

②自治体間交流の促進

体育振興課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

庶務課
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○総合戦略の主な事業

○総合戦略の主な事業

当該年度の取組

内容及び結果

○トレーニングルームの機器の充実を図るため、老朽化したトレーニング用機器を

２台入替えたほか、専門トレーナーによる指導や運動の楽しさや自分にあった運動

量で幅広い層へ健康づくりを推進するため、各種講座を開設した。

評　　　　価 □完了        ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○トレーニングルームの機器の充実や各種講座を利用して運動する習慣をつけ、

健康増進を図る。

【施策05　保健の充実】【施策05　保健の充実】【施策05　保健の充実】【施策05　保健の充実】

①健康づくりの推進 （体育振興課）

事　業　名 ２．健康づくり運動推進事業

事業内容

幅広い層へのスポーツ参加のきっかけを提供し、健康・体力づくりを進めます。ま

た、専門トレーナーを配置したトレーニングルーム及び各種スポーツ教室を開設し

ます。

評　　　　価 □完了        ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等 ○平成28年度迄に整備完了している看板の劣化状況の確認を進める。

【施策03　観光の振興】【施策03　観光の振興】【施策03　観光の振興】【施策03　観光の振興】

②観光施設の整備（生涯学習課）

事　業　名 １．文化財看板の整備

事業内容 市内文化財等の看板や案内板等の整備を行います。

当該年度の取組

内容及び結果

○旭市文化財マップを作成した。大原幽学遺跡史跡公園への案内板の設置につ

いて、翌年度に予算化となった。
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○総合戦略の主な事業

○その他の事業

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○多種・多様な研修会や講習会に参加して、スポーツ推進委員の資質向上と幅広

い年齢層にあったスポーツの指導者を育成していく。

事　業　名 ６．指導者の育成

事業内容 それぞれのライフステージにあったスポーツ指導者の養成を図ります。

当該年度の取組

内容及び結果

○スポーツ推進委員による研修会の開催及び各種大会の運営を通して養成を

図った。

【施策06　スポーツの振興】【施策06　スポーツの振興】【施策06　スポーツの振興】【施策06　スポーツの振興】

①スポーツ活動の充実 （体育振興課）

事　業　名 ３．各種スポーツイベントの開催

事業内容

市民体育祭や市民駅伝大会、市民スポーツ大会等を開催し、各種団体に補助金

を交付しスポーツ振興を図ります。

当該年度の取組

内容及び結果

○市民が参加しやすいスポーツ大会の開催や子どもから高齢者まで参加できる軽

スポーツ大会を開催し、世代間の交流を図った。

評　　　　価 □完了        ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○市の主催行事の参加によりスポーツの楽しさや、体力づくりの大切さを実感して

いただき、自主的・積極的に体力づくりを心がけるように支援に努める。

事　業　名 ５．競技団体の支援

事　業　名 ４．スポーツ推進計画の策定

事業内容 市のスポーツ推進の指針となるスポーツ推進計画の策定に努めます。

当該年度の取組

内容及び結果

○県内及び近隣の動向を調査した結果、県内３２市町において策定しているが、

近隣の匝瑳市、銚子市は市総合計画に含めている。

評　　　　価 □完了       □順調　　　□概ね順調　　　■横ばい　　　□不調　

今後の取組・課題等 ○令和元年度に策定予定である第二期旭市総合戦略に含めるかどうか検討する。

今後の取組・課題等 ○各競技団体の活動を支援し、健全な市民生活を目指す。

事業内容 体育協会等各競技団体が行うスポーツ活動を支援します。

当該年度の取組

内容及び結果

○運営補助金や各加盟団体の協会へ分担金を補助し、スポーツ活動の推進に努

めた。

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調
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○総合戦略の主な事業

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等 ○各施設の劣化状況を把握し、大規模改修計画等を立案する。

事　業　名 １０．社会体育施設改修事業

事業内容

市民がスポーツ、レクリエーション活動を充分に行えるよう、老朽化した施設の大

規模改修や地域の交流の場となる社会体育施設の整備と充実を図ります。

当該年度の取組

内容及び結果

○老朽化したスポーツの森公園庭球場人工芝Ｅ・Ｆコートの改修工事を実施し、施

設の適正な維持管理に努めた。また、総合体育館のエントランス広場タイル改修工

事やアリーナ入口ドア改修工事等を実施した。

　総合体育館の大規模改修に向けて、屋根改修工事の調査設計業務を実施した。

事　業　名 ７．社会体育施設管理費

 ②スポーツ施設の維持管理（体育振興課）

事業内容

健康を維持し、体力の向上を図るため、野球場、テニスコート、体育館等の体育施

設の管理運営を行います。

当該年度の取組

内容及び結果

○体育施設の機能充実による利用率の向上や施設の改修及び修繕等を実施し、

適正な維持管理に努めた。

評　　　　価 □完了      ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○経年劣化による損傷が激しい施設の劣化状況を把握し、計画的に修繕を行い

適正な維持管理に努める。また、老朽化した施設の統廃合については、利用者と

調整を図りながら今後、検討していく。

事　業　名 ８．総合体育館管理費

事業内容

総合体育館を中心に、野球場、テニスコート等スポーツの森公園体育施設の管理

運営を行います。

当該年度の取組

内容及び結果

○総合体育館や野球場、テニスコート等施設の劣化した箇所の修繕等を実施し

た。また、施設設備の点検業務を専門業者に委託することにより適正な維持管理に

努めた。

評　　　　価 □完了      □順調　　　■概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○施設ごとの劣化状況を把握して、計画的に改修及び修繕等を行い適正な維持

管理に努める。

評　　　　価 □完了      □順調　　　■概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　□完了      □順調　　　■概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　□完了      □順調　　　■概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　□完了      □順調　　　■概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等 ○市民が利用しやすい施設の維持管理に努める。

事　業　名 ９．コミュニティ・スポーツ広場の管理

事業内容

市民が「いつでも、どこでも、いつまでも」スポーツに親しむことができるようにする

ための環境を整備します。また、スポーツ広場の環境整備を図り、併せて市民ス

ポーツの育成に努めます。

当該年度の取組

内容及び結果

○スポーツ広場の設備の修繕等のほか、利用しやすい施設の適正な維持管理に

努めた。
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○総合戦略の主な事業

○その他の事業

当該年度の取組

内容及び結果

○広報あさひ等でPR活動を行ったが、相談がなかった。

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○広報あさひやホームページで教育相談体制のPRに努める。

○担当者だけでなく関係機関、団体との連携を深め、相談内容に適切に対応でき

るように努める。

○専用の電話回線があるものの、個室ではないため応対による情報保護が懸案で

ある。

今後の取組・課題等

○各学校で開催する学級は保護者が参加しやすい日程となるよう学校行事に合わ

せて開催できるようにし、学習内容についても保護者が主体的に選択できるように

支援を図る。

○合同学習会では、年々参加者が増えるに伴い、託児や保育の体制を整えていく

必要がある。

事　業　名 １２．家庭教育相談体制の充実

事業内容

家庭教育に関する悩みや不安を抱く保護者等に対して、電話等による個別的な相

談体制の充実に努めます。

当該年度の取組

内容及び結果

○親の役割、子どもの心の理解等、家庭教育の考えを深めていく学習の場、保護

者同士が互いに支えあう関係づくりの場として、市内小・中学校20校で家庭教育学

級を開催した。特に年間2回の合同学習会では、5月に「親が子どもに伝えたい一

番大事なもの」、11月に「親子で考える子どもの自立」と題して講演会を開催し、家

庭教育学級の充実を図った。

【施策07　子育て支援の充実】【施策07　子育て支援の充実】【施策07　子育て支援の充実】【施策07　子育て支援の充実】

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

①結婚・子育て環境の整備（生涯学習課）

事　業　名 １１．家庭教育学級の充実

事業内容

保護者自身が、親の役割、子どもの心の理解等、家庭での教育について、考えを

深めていく学習の場として、また、保護者同士が互いに支えあう関係づくりの場と

して、家庭教育指導員や社会教育指導員と連携しながら家庭教育学級の充実を

図ります。

今後の取組・課題等

○３歳児わくわく子育て学級等の広報紙の更なる充実を図り情報提供に努め、家

庭教育上の電話相談等についてもホームページや広報などで啓発を図る。

事　業　名 １３．情報提供の推進

事業内容

幼児期から学齢期等における家庭教育上の諸問題についての情報をホームペー

ジや広報、電話相談等において、随時提供します。

当該年度の取組

内容及び結果

○毎月1回、３歳児わくわく子育て学級の広報紙「わくわく」を発行し、学習内容や

感想などを載せることで、同じ年齢の子どもをもつ保護者同士で情報の共有が図

れ、学級生の話題も豊富になり意欲化につながった。また、家庭教育学級の合同

学習会でも講演会の感想を学級生全員に配布し、共有することができた。

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　
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○総合戦略の主な事業

○総合戦略の主な事業

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

事　業　名 １５．幼稚園運営助成事業

事　業　名 １４．放課後児童クラブ運営事業

今後の取組・課題等

○少子化の状況でも、共働きの世帯が増えているため、加入児童は増加の傾向に

あることから、各小学校の空き教室等の把握等に取り組む。

今後の取組・課題等 ○今後も、私立幼稚園教材費補助金の交付を継続し、幼児教育の推進を図る。

①結婚・子育て環境の整備（学校教育課）

①結婚・子育て環境の整備（庶務課）

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

事業内容

設置者に対し、教材購入費及び維持補修費を園児1人当たり2,000円を限度として

助成します。

当該年度の取組

内容及び結果

○市内私立幼稚園1園に対し、教材の購入又は維持管理費用を対象に園児1人当

たり2,000円を限度とする助成を行い、幼児教育の充実を図った。

（交付額 　172,000円）

事業内容

共働き家庭等留守家庭の児童に対して、放課後に適切な遊びや生活の場を与え

て、健全な育成と子育て支援を図ります。

当該年度の取組

内容及び結果

〇下校後、家庭において適切な保護を受けられない児童の生活指導を行い児童

の健全な育成及び事故防止を図った。

また、加入児童が増加傾向にあることから、各小学校の空き教室等の状況調査

を実施し、把握等に努めた。
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○総合戦略の主な事業

○総合戦略の主な事業

事　業　名 １６．育英資金給付事業

事業内容

高校・大学生等を対象に、特に優れた資質を有し、経済的理由により修学困難な

者に育英資金を給付します。

②子育て世帯への経済的支援（学校教育課）

当該年度の取組

内容及び結果

○給付実績

　　大学生　　　　　　25名（うち　8名新規）

　　短大生　　　　　　 1名（うち　0名新規）

　　専門学校生　　　 　6名（うち　3名新規）

　　高等専門学校生　　 1名（うち　0名新規）

　　高等学校生　　 　 17名（うち  8名新規）

○旭市の発展に資する可能性のある有能な人材が、経済的な理由で進学を断

念することなく修学できた。また、より多くの申請を募るため、広報紙等に

よるＰＲに加え、市内中学３年生全員及び市内・近隣の高等学校へ募集チラ

シを配布し周知を図った。

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○より多くの申請を募るため、広報紙等によるPRに加え、市内中学３年生全員及び

市内・近隣の高等学校へのチラシ配布を引き続き行っていく。

□完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

②子育て世帯への経済的支援（庶務課）

事　業　名 １７．第３子以降保育料等の無料化

今後の取組・課題等

○令和元年10月1日から予定されている幼児教育無償化事業により保護者の経済

的負担は軽減されるが、給食費等は実費負担となることから、第３子以降への無料

化は継続していく。

事業内容

子どもが３人以上いる家庭で、要件を満たす場合、幼稚園・保育所・認定子ども園

に入所している子どもが第３子以降の場合に保育料等が無料となります。

当該年度の取組

内容及び結果

○市内私立幼稚園1園に対し、就園奨励費補助金と市独自の第３子以降就園補助

金（入園料、保育料、給食費が無料となる）を交付し、保護者の経済的負担軽減を

図った。

内訳

　私立幼稚園就園奨励費補助金        該当園児数　　　　　　　 82人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 交付額      　  11,191,800円

　私立幼稚園第３子以降就園補助金   該当園児数　               8人

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　 交付額            1,498,000円

評　　　　価
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事業内容

市内各小・中学校が、学校の裁量を生かし、主体的に特色ある教育活動を展開す

る中で、児童・生徒一人ひとりの生きる力をはぐくみます。

【施策11　学校教育の充実】【施策11　学校教育の充実】【施策11　学校教育の充実】【施策11　学校教育の充実】

○総合戦略の主な事業

事　業　名 １８．学校いきいきプラン事業

①教育内容の充実（学校教育課）

当該年度の取組

内容及び結果

○各小・中学校に補助金を交付し、以下の活動等を充実することで特色ある学校

づくりのサポートを行った。

  ・総合的な学習の時間のため　・社会人活用のため　・特色ある学校づくりのため

  ・文化・芸術鑑賞のため　・授業改善のため　・その他

○音楽鑑賞会や演劇、落語等の文化芸術鑑賞を実施する学校が20校中17校と多

かった。その他に地域との交流会、書き初め教室、稲刈り体験、地曳き網体験など

の地域人材を活用し、開かれた学校づくりのための事業を推進した学校も多くあっ

た。また、本年度は、ふるさと応援基金により、各小・中学校において子どもたちの

教育に必要な備品を購入することが出来た。

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○特色ある学校づくりを推進するために、各学校の創意工夫をさらに求めていく必

要がある。教職員組織による企画立案、運営、実践、評価のＰＤＣＡサイクルを機能

させ、児童生徒のために一層の効果があげられるよう指導していく。

事　業　名 １９．小・中学校情操教育推進事業

事業内容

個性や感情をはぐくみ創造的で個性豊かな子どもを育成するため、文化・芸術等

に触れる機会をつくります。

当該年度の取組

内容及び結果

○9月8日に海上公民館において旭市児童生徒科学作品展を、1月26日に旭市図

工・美術作品展を開催した。運営面では、各校の理科主任、図工・美術科主任を

中心に協力体制が図られていた。児童・生徒、保護者、地域住民等の多数の来場

があった。（旭市児童生徒科学作品展 約 1,500人 旭市図工・美術作品展 約

1,000人）

○旭市図工・美術作品展では、平成27年度より特別賞を設けて表彰している。（平

成27年度旭ライオンズクラブ椎名保賞・旭ライオンズクラブ50周年特別賞、平成28

年度～旭市教育委員会教育長賞・旭ライオンズクラブ椎名保賞）

○11月7日に東総文化会館において小学校音楽会を開催した。市内15校の小学

生が吹奏楽、金管合奏、合唱等日頃の練習の成果を発表した。運営面では、平成

29年度から1日開催とし、また発表順を調整することにより、時間にゆとりのある発表

会となった。また、小学校を通して地域の方々に広報することで、来客数が増加し

た。児童の演奏を聴くマナー、観るマナーが向上した。

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　□完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　□完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　□完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○小学校音楽会は、児童が日頃の音楽活動の成果を発表する場として定着してき

ている。今後も、児童の演奏を聴くマナー、観るマナー、公共施設の利用マナーに

ついては指導していきたい。また、来場者の鑑賞や駐車場の利用のマナーについ

ても手立てを講じていく。

○1日開催にしての効果や課題を検討し、より効果的な発表会の運営を目指す。

17



事　業　名 ２０．小・中学校情報教育推進事業

事業内容 情報活用能力の向上を図るため、教科指導等における情報化を推進します。

当該年度の取組

内容及び結果

○各学校においては、PC教室の効果的な利用、ノートPCによる教室での調べ学習

の充実をめざしてきた。また、各教室での大型テレビと教材提示装置の利用を推進

してきた結果、多くの授業で活用が進み、児童・生徒の関心・意欲を引き出す魅力

ある授業が展開されるようになってきた。

○児童・生徒に必要な情報活用能力を具体的に示し、PC教室の活用推進に努め

ている。

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○8小学校2中学校に対してパソコン教室のパソコンの入れ替え及びタブレットの導

入を検討している。

○既存の設備を十分に活用し、授業で実際に使えるような実践的なICT教育研修

を企画・実施していく。

事　業　名 ２１．学校給食の充実

事業内容

学校における食育の生きた教材となる学校給食を通して、食に関する正しい知識

と望ましい食習慣を身につけるため、献立等の充実を図るとともに、栄養士による

学校への訪問指導を行います。

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○｢千産千消デー」、「ＷＡＳＨＯＫＵの日」、「ものがたり給食」といった旭市ならで

はの特色ある献立を、学校や家庭へ様々な機会を通してアピールし、定着を図る。

当該年度の取組

内容及び結果

○栄養バランスのとれた給食を提供するとともに、栄養士による給食訪問におい

て、学年に応じた食に関する指導を行った。（学校訪問　第一センター64回、第二

センター63回）

○毎月19日の「食育の日」を「千産千消デー」とし、地域で採れる食材や食文化を

紹介しながら、安全･安心な学校給食を提供してきた。(11回設定)

○「WASHOKUの日」を毎月１回設け、給食を通して食文化の継承を図った。(11回

設定)

○市内に４名配置されている学校図書館司書と連携して、給食の献立の中に絵本

や物語に登場するメニューを再現した「ものがたり給食」を毎月1回実施し、児童・生

徒が食と本に親しむきっかけづくりとした。(11回設定）

○旭市産業まつりに出店し、地場産野菜等を使用した給食を来場者に提供し、保

護者及び地域の方々の学校給食に対する理解と関心を高めた。また、併せて食育

のチラシを配布した。

○給食だよりの発行を11回、家庭教育学級等における講話を14回実施し、保護者

に向けて食に関する情報提供を行った。

○栄養教諭が学級担任や教科担任、養護教諭など学校と連携しながら各教科で

の食に関する指導の取組として「食育出前授業」を実施した。（9校/14回）

18



当該年度の取組

内容及び結果

○平成30年度は、市内小・中学校20校に全校配置を行うとともに、5校へ複数配置

を行った。授業中における個別指導や、一人一人のニーズに応じた適切な支援を

行っていくことで、学力向上だけでなく、学校生活の適応にも大きな成果がみられ

た。

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○今後、養護教諭の業務に対応できる教諭補助員を増員し、生徒の心身の健康

の保持増進を目指し、その上に立った学力向上や一人一人に応じたきめ細かな支

援のための人的整備をさらに図る。

事　業　名 ２４．学校図書館司書配置事業

事　業　名 ２３．英語指導助手配置事業

事業内容

英語教育の充実のため、中学校に英語指導助手を配置します。さらに小学校外国

語活動の支援のため、英語指導助手及び教諭補助員を派遣します。

当該年度の取組

内容及び結果

○市内全中学校に英語指導助手（ＡＬＴ）を配置した。大規模校（第二中）への複

数配置を実施した。また、市内各小学校にも英語指導助手及び教諭補助員（ＪＴＥ）

を週１回程度派遣した。ＡＬＴ1名の任期満了に伴い、「JETプログラム」を推進して

いるCLAIR（クレア）に1名の配置を要望した。

○総合戦略の主な事業

事　業　名 ２２．小・中学校教諭補助員配置事業

事業内容

学力の向上を図るため、学級担任を補助し、きめ細かな指導を行う教諭補助員を

小・中学校に配置します。

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○小学校での英語の教科化に対応するとともに、中学校での英語教育の一層の充

実に向けて、JＴＥ・ALTの配置計画を見直す。

○CLAIR（クレア）一般財団法人　自治体国際化協会

　世界最大規模の人的交流プログラム「JETプログラム」の推進、自治体の海外における諸活動の支援、諸外国の地方自治に

関する調査研究、日本の自治体による海外の自治体との交流・国際協力・観光や物産などの経済活動の支援、国内の多文化

共生社会推進に向けた取り組み、など、「地域の国際化」のために活動している。

○「JETプログラム」（「語学指導等を行う外国青年招致事業」The Japan Exchange and Teaching Programme）

　外国語教育の充実や地域レベルでの国際交流を推進することを目的として世界各国の外国青年を各地域に招致する、世界

最大級の国際交流事業。CLAIRでは、総務省、外務省、文部科学省と連携し、JETプログラムを推進している。

今後の取組・課題等

○国の配置基準の努力目標である２校につき１名の配置に向けて調整を図ってい

く。

○授業における学校図書館司書の活用を更に推進していく。

事業内容

児童・生徒の読書活動を推進するため、学校図書館司書を配置し、学校図書館の

環境整備と機能向上を図ります。

当該年度の取組

内容及び結果

○学校図書館司書を4名採用し、市内各小・中学校を巡回した。学校図書館の環

境整備と児童・生徒の読書指導を実施した。

○学校図書館の蔵書率の向上及び読書環境の整備が図られ、児童・生徒の利用

率が向上している。また、授業における学校図書館司書の活用も進んでいる。

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　□完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　□完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　□完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

②教育支援体制の充実(学校教育課）
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事　業　名 ２５．スクールカウンセラー配置事業

事業内容

様々な問題に悩む児童・生徒や保護者に対して、カウンセリングや相談活動を行

います。

今後の取組・課題等

○学校からの相談内容は、発達障害を併せ持っていると考えられる児童のものが

増えている。本来の心の悩みに対する相談を行う時間を充実させるためにも、特別

支援教育体制推進事業の「巡回相談」と連携して、相談活動を整理しながら進めて

いく必要がある。

○学校や保護者からのニーズは年々増加していることから、今後は、スクールカウ

ンセラーの複数配置により、業務の充実を図っていきたい。

事　業　名 ２６．特別支援教育体制推進事業

当該年度の取組

内容及び結果

○2名のスクールカウンセラーが年間82日（390時間）勤務し、各学校からの派遣申

請（97回）を受けての巡回訪問や相談活動、海上支所カウンセラールームにおける

個別面接を実施した。相談件数は383件(133件増）で、その多くは不登校や発達障

害、登校渋りに関する相談であったが、平成30年度には、保護者からの依頼は95

件となり、昨年度より17件増加した。また、不登校や発達障害に関するケース会議

に出席し、専門的な立場から助言を行った。

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○「就学支援ステップシート」の継続的な活用を進める。「個別の教育支援計画」を

活用し、一貫した指導・支援の一層の充実を図る。

○「巡回相談」「かけはし（学校巡回）訪問」の周知方法や活用方法を改善し、学校

現場や保護者のニーズに合わせ、支援の更なる充実を図る。

事業内容

発達障害者が、乳幼児期から就労に至るまで一貫した支援が受けられるよう、教

育、医療、福祉、労働等関係機関のネットワークづくりを推進します。

当該年度の取組

内容及び結果

○「特別支援連携協議会」を年間3回、「専門家チーム会議」を年間5回、「巡回相

談」を学校及び保護者の申請に応じて随時実施。平成28年度は小中学校、平成

29年度から小中学校全校と、希望による保育所・幼稚園等の学校巡回訪問を実

施。総合的な特別支援ネットワーク、相談システムの整備が進んできている。また、

平成20年度から「旭市就学支援ステップシート」を作成し、平成26年度末に中学校

への引継ぎ、平成29年度末には高等学校への引継ぎを開始した。さらに研修会を

実施し、関係職員の専門性の向上を図った。

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　
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今後の取組・課題等

○教育相談ネットワーク連絡協議会での研修成果を指導員の指導力向上につな

げるとともに、一人一人に適した適応指導プログラムの随時見直しを行う。

○中学3年生に対する進路指導を学校と歩調を合わせて行うため、定期的な連絡

会議を開催する。

□完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

当該年度の取組

内容及び結果

○適応指導教室「フレンドあさひ」では、コミュニケーション能力向上のプログラムを

充実させ、諸活動に自主的に取り組める児童生徒の育成を図るとともに、活動の場

を与え自己存在感を味わわせることに努めた。また、学校復帰のために一人一人

にチャレンジ目標を設定させ、自己評価を実施した。保護者や学校との連携を深

めるために、定期的な連絡会議を開催したり、こまめに連絡を取り合ったりした。

○平成30年度に在籍していた中学3年生2名中、2名が高等学校へ進学することが

できた。

評　　　　価

事　業　名 ２７．適応指導教室指導員配置事業

不登校の児童・生徒等を対象に、教育相談、適応指導プログラムの実施、学習指

導等を行います。

事業内容

中学校の部活動において、専門的な指導を必要とする場合に、民間の指導者を

派遣します。

当該年度の取組

内容及び結果

○事業目的は、課外活動の支援を通して、学校と地域社会との連携を図るととも

に、子どもたちにスポーツや文化の楽しさ、爽快さ、達成感を味わわせる。また、具

体的には各分野において実績をもつ地域の人材を中学校に派遣し、各部活動の

活性化を図っている。

○各中学校に、野球、卓球、バスケットボール、ソフトテニス、吹奏楽、剣道等、計

10名の指導者を派遣した。指導回数は延べ437回、計874時間であった。専門性の

高い指導ときめ細やかな対応により部全体の活性化や競技力の向上に役立った。

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○各中学校からの要望が強く、引き続き事業を継続していく。

○学校の要望に応えられるよう、指導回数を維持しながら対応していく。

○次年度から、より主体的な活動ができる部活動指導員を新たに任用し、部活動

の更なる質的向上に取り組んでいく。

事業内容

事　業　名 ２８．課外活動支援事業
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評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等 ○今後も継続していく。

事　業　名 ３０．キャリア教育推進事業

事業内容

小・中学生に勤労観や職業観を身につけさせるため、職場見学や職場体験を行い

ます。

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○今後も年度初めに校内研究会の一覧を配付したり、日程・内容を事前に通知し

たりして、各校が計画的に相互参観を実施できるようにする。また、小・中学校間の

参観についても推進していく。

○今後も、中学校区で実施している小・中連携事業（合同海岸清掃や職員交流会

等）について情報を収集し、各校に向けて発信する。

○各研修において振り返りを行い、次年度に向けて、内容等の見直しを図る。

○その他の事業

事業内容 教職員の専門性や指導力を向上させるため、各種研修を実施します。

当該年度の取組

内容及び結果

○小学校は、6年生の児童を対象に｢ゆめ・仕事ぴったり体験｣を各校の実情に応じ

て半日～1日実施した。その際に送迎にかかわる保護者を対象に、傷害保険への

加入を支援した。

○中学校は、2年生で2～3日間の｢職場体験学習｣を実施した。

当該年度の取組

内容及び結果

○旭市研究指定校で行われる学習指導研究会において、小学校及び中学校のほ

ぼ全員の教職員が参加できた。分科会でグループ討議を導入した学校では、参加

者が積極的に意見交換をすることができた。

○年度初めに校内研究会の一覧を配付したり、日程・内容を事前に通知したりし

て、各校が計画的に相互参観を実施できるようにした。

○校長(7回)、教頭(4回)、道徳教育(2回)、校務システム(2回)、外国語活動(1回/荒

天のため中止)、指導力向上(2回)、職能(1回)、若手教員育成(3回)、長欠対策（2

回）、学力向上対策（2回）の、9種類25回の研修を実施した。多様な分野にわたり、

充実した研修が行われた。

○中学校区で実施している小・中連携事業（合同海岸清掃や職員交流会等）につ

いて情報を収集した。

○学校教育課便りを活用し、授業改善、生徒指導等、学校教育に関わる様々な情

報を発信することで、教職員への啓発を図った。

事　業　名 ２９．教職員研修事業
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今後の取組・課題等 ○なし

事業内容

老朽化し、耐震性の不足している飯岡中学校の校舎及び屋内運動場を移転改築

し、教育環境の充実を図ります。

当該年度の取組

内容及び結果

○なし

評　　　　価 ■完了       □順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

評　　　　価 □完了       ■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○干潟小、矢指小、共和小及び滝郷小の屋内運動場の防災機能強化工事を実施

する。

事　業　名 ３２．飯岡中学校改築事業

③学校施設の充実（庶務課）

○総合戦略の主な事業

当該年度の取組

内容及び結果

○第二中学校の屋内運動場の防災機能強化工事を実施し教育環境の改善を図っ

た。

事　業　名 ３１．学校大規模改修事業

事業内容

経年による建物損耗、機能低下に対する復旧措置や校舎の大規模改造工事を実

施し、児童・生徒の安全・快適な教育環境を図ります。（大規模改造工事・・・第一

中）

災害時の避難場所となる屋内運動場及び武道場等のガラス、天井等の非構造部

材の耐震化を図り、防災機能強化に向け計画的に実施します。

（屋内運動場・・・琴田小・中和小・飯岡小・嚶鳴小・鶴巻小・干潟中・古城小・中央

小・第二中・干潟小・共和小・矢指小・滝郷小）

（武道場・・・第一中・第二中・海上中）
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○総合戦略の主な事業

○その他の事業

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○各施設が連携し、施設の貸出等のほか、各種講座・学習等についてもバランス

のとれた開催・運営をさらに進める。

事　業　名 ３６．生涯学習関連施設のネットワークの活用

事業内容 各施設のネットワーク化を図り、学習情報を共有し、学習者の利便を図ります。

当該年度の取組

内容及び結果

○各施設との連絡を緊密にし、施設の空き情報を利用者に提供できるようにした。

○各施設の生涯学習情報を取りまとめ、4月1日と9月1日発行の公民館だよりに掲

載し講座受講生の募集を行った。

当該年度の取組

内容及び結果

○生涯学習ガイドブックや公民館だよりによりリーダーバンクの周知を行っている。

新規に5名の登録があった。

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調

今後の取組・課題等

○広く情報提供を得られるよう市のホームページや公民館だより等により人材の発

掘に努める。

今後の取組・課題等

○市民ニーズに即した学習講座や地域・現代的課題の講座を取り入れるとともに、

受講生の少ない講座の見直しを行い、引き続き、新たな参加者を掘り起こす体制

づくりをめざす必要がある。

事　業　名 ３５．生涯学習ボランティアリーダーバンクの充実

事業内容

生涯学習講座の受講者の中から講師の養成・発掘に努め、ボランティアリーダー

バンクの充実を図り、各種サークルの講師等の派遣依頼に対応します。

事業内容 充実した生活や教養を高めるため、市民ニーズに沿った講座を開催します。

当該年度の取組

内容及び結果

○今年度も、受講者が多く参加できるように講座を前期と後期に分割し、より多くの

市民に受講できる機会を提供した。また、前年度に開催していた13講座を廃止し、

新たな内容の12講座と入れ替えを行った。また、集約や名称変更をして講座の入

れ替えを行った。

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　　　　

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　　　　

今後の取組・課題等

○利用団体の育成や新規事業の開拓に努め、公民館まつりや生涯学習施設主催

講座等作品展への参加団体が増えるような事業内容を検討していく。

事　業　名 ３４．生涯学習講座の開催

当該年度の取組

内容及び結果

○施設を利用している団体や公民館講座等の受講生の発表の場として、また、施

設利用者の交流と親睦を図るため公民館まつりを開催した。また、公民館だより等

により各施設で開催している講座や事業等の情報提供を図った。

【施策12　生涯学習の充実】【施策12　生涯学習の充実】【施策12　生涯学習の充実】【施策12　生涯学習の充実】

①生涯学習機会の充実（生涯学習課）

事　業　名 ３３．生涯学習施設活動費

事業内容 学びたいときに学べる機会と、人づくり・まちづくりにつながる場を提供します。
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○総合戦略の主な事業

○その他の事業

今後の取組・課題等 ○個別施設計画の完成を進める。

事業内容 生涯学習センター機能を併せ持つ施設の整備について検討します。

当該年度の取組

内容及び結果

○「旭市生涯学習施設整備計画検討委員会」の検討結果を踏まえ、個別施設計画

の再編や長寿命化について検討し、個別施設計画の素案の作成を行った。

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　　　

評　　　　価 □完了　　　□順調　　　■概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○ユートピアセンター屋内消火栓充水槽交換工事・陶芸室屋根塗装工事等を実

施する。また、各施設の長期的な維持のため計画的に修繕を実施する。

事　業　名 ３８．生涯学習センター複合施設の検討

当該年度の取組

内容及び結果

○海上公民館図書室・2階第2研修室の空調機更新工事・ホール音響設備更新工

事、第二市民会館事務室・男子トイレ・湯沸し室・屋外防犯灯の照明器具修繕、栄

養指導室床補修工事、浄化槽縞鋼板蓋交換工事、湯沸器取替工事、いいおか

ユートピアセンターホールの3階分電盤修繕・壁・扉・照明器具修繕工事等、干潟

公民館和室照明器具更新工事を実施した。

②生涯学習関連施設の充実（生涯学習課）

事　業　名 ３７．各施設の整備充実

事業内容 各施設での安全・安心な学習環境を整備します。
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○総合戦略の主な事業

○その他の事業

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　　　　

今後の取組・課題等

○現施設が市民会館と一体であることから、個別施設計画の中で施設の再編等に

ついて検討を進める。

当該年度の取組

内容及び結果

○「旭市生涯学習施設整備計画検討委員会」の検討結果を踏まえ、個別施設計画

の中で検討を進めた。

今後の取組・課題等

○携帯端末等でインターネットを閲覧できる環境が整備されてきたので、図書館

ホームページの充実を図り、インターネットで可能なサービスを拡大していく。また、

ホームページへ読書手帳の様式を掲載し手帳の利用促進を図る。

事　業　名 ４１．図書館の整備

事業内容

図書館の老朽化や図書室・閲覧室が狭隘であるため、図書館の整備について検

討します。

事業内容

蔵書資料のデータ管理やインターネット検索による情報提供、インターネット経由

での予約受付により、利用者の状況に応じたサービスを提供します。

当該年度の取組

内容及び結果

○当該年度の予約件数（窓口・電話・インターネット）は5,891件、またインターネット

予約システム登録者は472人となっている。

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○現在の施設では、図書の収容能力に限界があり、市民へのサービスに十分な蔵

書数と読書スペースを確保することが困難である。引続き、施設移転等を検討しつ

つ、古くなった蔵書を除籍し、新刊本を充実させることで、市民へのサービスを図

る。

事　業　名 ４０．市図書館と図書施設のネットワークの活用

当該年度の取組

内容及び結果

○古く利用頻度の少なくなった蔵書を除籍し、市民から要望の多い新刊本の購

入、児童書の買い替えを行った。また、市内の公民館等図書室や学校への図書の

貸し出しを充実させるとともに、紙芝居を購入し、市内の読み聞かせボランティアの

活動を支援した。

③図書館及び関連施設の充実（生涯学習課）

事　業　名 ３９．図書の充実

事業内容

市民ニーズにあった図書の充実を図ります。特に、児童向け図書の充実を行いま

す。
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○総合戦略の主な事業

当該年度の取組

内容及び結果

○質の高い芸術鑑賞として、「ＮＨＫ公開番組　新・ＢＳ日本のうた」、「ウィーン少年

合唱団2018」、「千葉県こども合唱フェスティバル」、「さかなクンnoギョ魚ワールド」、

「アラカルトＸ’masキッズコンサート」、「あさひ寄席」を、市民参加型事業として「市

民音楽祭」、「あさひのまつり」を開催した。そのほか、「スプリングコンサート」を開催

した。

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○令和元年度は、「チェコ少年合唱団交流コンサート」、「あさひ寄席」、「子ども向

けサイエンス教室」を開催する。また、市民参加型事業の「市民音楽祭」、「あさひの

まつり」、「スプリングコンサート」については継続して実施する。

事業内容

市民の文化意識の高揚を図るため、コンサート、講演会等の各種文化振興事業を

実施します。

事業内容 市民の文化活動を支援するため、東総文化会館利用料の一部を助成します。

当該年度の取組

内容及び結果

○東総文化会館を利用した12団体に対して494,000円を助成した。

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等 ○引き続き文化会館を利用する団体を支援するために助成事業を実施する。

事　業　名 ４４．文化振興事業

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等 ○引き続き各種文化団体の自主運営と事業活動を支援する。

事　業　名 ４３．文化施設の利用助成事業

当該年度の取組

内容及び結果

○市民文化活動の充実・活性化を図るため、旭市文化協会、あさひ少年少女合唱

団への補助金の交付を行った。（2,374千円）

　文化祭については、地域ごとの開催を見直し、次年度から開催場所を集約する。

【施策13　芸術文化の振興・伝統文化の保存】【施策13　芸術文化の振興・伝統文化の保存】【施策13　芸術文化の振興・伝統文化の保存】【施策13　芸術文化の振興・伝統文化の保存】

①芸術文化の振興（生涯学習課）

事　業　名 ４２．市民文化活動の支援

事業内容

文化活動の充実・活性化を図るため、各種文化団体の相互交流を促進し自主運

営と事業活動を支援します。
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○総合戦略の主な事業

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○史跡大原幽学遺跡旧宅、墓及び耕地地割保存活用計画書に基づいた整備基

本計画策定のために整備基本計画策定委員会を開催する。

事　業　名 ４８．大原幽学遺跡史跡公園管理費

事業内容

国指定文化財の大原幽学遺跡を中心とする史跡公園について、文化財の保護と

併せ、市民が地域の文化に触れ、また、憩いの場となるよう整備します。

当該年度の取組

内容及び結果

○史跡大原幽学遺跡旧宅、墓及び耕地地割保存活用計画書に基づき、具体的な

整備内容を定めた整備基本計画の策定に向けて県と協議を行い、策定スケジュー

ルを検討した。

当該年度の取組

内容及び結果

○郷土の貴重な文化遺産の保存と、民俗芸能等の伝統文化を後世に伝えるため

補助金を交付し、文化財の保存・継承に努めた。(11件　補助額2,910千円)

○補助金交付のあり方を検討し、補助対象団体の調査を行った。

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○文化財所有者等への補助金交付については引き続き支援を継続するが、補助

金交付のあり方及び補助金額を検討する。

今後の取組・課題等

○文化財収蔵施設等については、公共施設等総合管理計画に基づく個別施設計

画を策定し、集約のための経費を積算し予算化する。引き続き「あさひ輝いた

人々」掲載の人物を、毎月掲載する。

事　業　名 ４７．文化財保存・継承団体助成

事業内容 文化財の保存・継承のため、各種文化財の継承団体に助成します。

事業内容 各地域に保存されている埋蔵文化財や民俗資料等を集約して保存します。

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

当該年度の取組

内容及び結果

○文化財の集約については、収蔵場所を干潟支所に決定し集約方法を検討した。

また、平成28年度から取り組んでいる「あさひ輝いた人々」については、広報あさひ

にシリーズ化して９月号から毎月掲載を開始した。

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等 ○引き続き文化財調査事業を実施する。

事　業　名 ４６．文化財保存事業

当該年度の取組

内容及び結果

○大原幽学関係資料の古文書について、国指定に向けての調査研究活動を実施

するとともに、研究員に依頼し文化財調査事業を行った。(平成２３年度からの継続

事業）

【施策13　芸術文化の振興・伝統文化の保存】【施策13　芸術文化の振興・伝統文化の保存】【施策13　芸術文化の振興・伝統文化の保存】【施策13　芸術文化の振興・伝統文化の保存】

②文化財の保護（生涯学習課）

事　業　名 ４５．大原幽学関係資料の保護・保存

事業内容

大原幽学関係資料の保護・保存を行うとともに、国指定文化財の追加指定を目指

し、関係資料の調査を行います。
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○総合戦略の主な事業

当該年度の取組

内容及び結果

○当協議会をはじめ、青少年育成市民会議、青少年相談員、小中学校などの青

少年関係団体に参加を呼びかけ、千葉県県民生活文化課により「インターネットの

脅威と対策について」と題して講演会を実施した。その後、意見交換を行い、青少

年の指導、育成、保護等に関する情報の収集・把握に努めた。

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○青少年の健全育成に関する講演会を開催するとともに、意見交換会や関係行政

機関相互の連絡調整を図る。

今後の取組・課題等

○主な事業である青少年意見発表大会の更なる充実と活性化に努めるとともに、

「大人が変われば子どもも変わる運動」などの青少年健全育成活動の推進を図る。

○小中学校発表の輪番を見直し、時間に余裕を持たせたスケジュールにする。

事　業　名 ５１．青少年問題協議会の開催

事業内容

青少年の指導、育成、保護等に関する総合施策について調査審議するとともに、

関係行政機関相互の連絡調整を図ります。

事業内容

青少年に関する問題は複雑かつ深刻化しているため、市民一人ひとりが問題解

決に取り組み、家庭や学校、地域等の各種団体がそれぞれの立場で行政と協働

して青少年の健全育成を推進します。

当該年度の取組

内容及び結果

○意見発表会では、小学生8名、中学生2名、高校生2名、青年2名の計14名が意

見発表を行った。今年度も司会は、ジュニアリーダースクラブの中学生2名にお願

いし、発表後はアトラクションとして富浦小学校音楽部の演奏により会場が盛り上が

り事業の充実が図れた。

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○2022年4月から成人年齢が20歳から18歳に引き下げられるため、成人式開催年

齢は、アンケートや近隣自治体の動向を踏まえ、実施方針を定める。

事　業　名 ５０．青少年育成市民会議の推進

当該年度の取組

内容及び結果

○成人を迎える人が率先して自分たちの成人式を創っていくことが、式典をよりよ

いものにしていくことに繋がるという考えのもと、旭市中学校合同文化祭と５年後の

成人式を繋ぐ取り組みにより、実行委員会を立ち上げ、実行委員が式典の運営を

行ったことで、事業の充実が図られた。

○地元在住の割合が高い実行委員で構成することで、会議の出席率、進行、連

絡、準備が円滑に行えるようになった。

【施策14　青少年の健全育成】【施策14　青少年の健全育成】【施策14　青少年の健全育成】【施策14　青少年の健全育成】

①青少年の健全育成の推進（生涯学習課）

事　業　名 ４９．成人式開催事業

事業内容

新成人に「大人として自覚を促し、自ら生き抜こうとする青年を励ます」ことを目的

に成人式を実施します。
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評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○多様なニーズにあった事業内容を企画し、実施する。

○様々な体験や異学年交流を通して豊かな人間性や社会性を育み、子どもたちが

安心・安全に過ごせる居場所として、楽しく参加できる教室を目指す。

事　業　名 ５４．地域子ども教室事業

当該年度の取組

内容及び結果

○地域子ども教室は、放課後に市内15小学校 での3年生から6年生を対象に万華

鏡作り、キーホルダー作り、ポップアップカード作り、卒業記念として6年生を対象と

したキーホルダー作りを実施した。

○地域子ども教室子ども向け講座は、生涯学習施設で囲碁教室、英会話教室、親

子料理教室、書道教室、各種体験教室、東総工業高等学校の協力によるものづく

り科学教室の開催など、子どもたちが週末に活動できる事業の充実を図った。

事業内容

学校や公民館等を利用し、地域住民を指導者として、子どもたちの放課後や週末

におけるスポーツ、文化活動、また、ものづくり活動等の様々な体験活動や地域住

民との交流活動を通して、心豊かでたくましい青少年を育てます。

子どもたちが親元を離れて、異学年同士(小学校５年生から６年生）で集団生活を

することにより、自主性、協調性、社会性等を養います。

当該年度の取組

内容及び結果

○海上地域の３小学校は、海上保健センターを、干潟地域の３小学校は干潟公民

館をそれぞれ宿泊場所として、地域住民からもらい湯を提供してもらう他、青少年

相談員、中学生の方たちの協力を得て、２泊３日で実施した。

今後の取組・課題等

○通学合宿は、地域で子ども達を育てようとする意識を高める効果が期待されてい

るが、地域のボランティアやもらい湯提供者の確保が課題である。

○令和元年度からは飯岡地域でも同じ内容で実施する。

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　□完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　□完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　□完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

事業内容

事　業　名 ５２．青少年相談員連絡協議会活動の推進

事業内容

青少年相談員が青少年と真に一体となり、共に喜び、共に語り、青少年の健全育

成を推進するため、地域の特色を生かした青少年健全育成活動を展開します。

事　業　名 ５３．通学合宿の推進

当該年度の取組

内容及び結果

○青少年相談員が、青少年のよき理解者、よき相談相手となるため、通学合宿、子

どもパークゴルフ大会、海上キャンプ場宿泊体験、ドッジボール大会などの事業を

展開したことで、青少年の健全育成活動の充実が図れた。

今後の取組・課題等

○令和元年度からは、青少年相談員が新たに委嘱されることから、会議の打合せ

等を通して、相談員の意義について十分な理解してもらい、事業の段取りや役割

分担等丁寧な説明と支援を心がけ、参加しやすい環境、雰囲気をつくる。

○地域社会における青少年健全育成活動の積極的な推進を図り、青少年相談員

が青少年と真に一体となり、共に喜び、共に語り、共に行動し、青少年のよき理解

者、よき相談相手となるための事業を推進する。

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　
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○その他の事業

今後の取組・課題等

○子ども会の活動を支援しているジュニアリーダースクラブ（中学1年生から大学生

までのボランティア）に加入してもらえるようにジュニア・リーダー初級講座事業の充

実を図る。

○地区の子ども会メンバーが等しく参加しやすい事業内容を検討する。

○育成者の参加を促し、青少年相談員とも協力しやすい環境を整える。

事　業　名 ５５．子ども会活動の促進

事業内容

地域の大人が指導者となり、主体となる子ども会事業や地域事業について支援

し、様々な体験活動を実施します。

当該年度の取組

内容及び結果

○子どもパークゴルフ大会、交歓会、書き初め展、ジュニア・リーダー初級講座等

の事業の充実を図り、地区の子ども会相互の親睦を図った。（地曳網、デイキャン

プは台風により中止となった。）

今後の取組・課題等

○隣接する滝のさと自然公園も海上キャンプ場とともに指定管理し、令和2年度に

更新される指定管理者募集の準備を進める。

○民間のノウハウを活用し、市民ニーズに対応したイベントなどを展開することで利

用者の増加とサービスの向上を図る。

○家族での利用が増え、テントサイトのサイズに合わないテントを持ち込むことが多

くなってきたことから、利用状況に即した施設整備を進める。

事業内容 野外活動を通じて青少年の健全育成を目的に、研修・交歓の場として活用します。

当該年度の取組

内容及び結果

○平成26年度から指定管理者制度を導入し、平成29年度から令和元年度までは

塚原緑地研究所が管理運営を行っている。

○バンガロー、トイレの屋根及び外壁の塗替え工事を実施し、施設整備の充実を

図った。

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

事　業　名 ５６．海上キャンプ場管理事業
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○総合戦略の主な事業

【施策17　交流の促進】【施策17　交流の促進】【施策17　交流の促進】【施策17　交流の促進】

①交流事業の促進 （体育振興課）

事　業　名 ５７．スポーツ交流の促進

事業内容

しおさいマラソン大会をはじめ、卓球やパークゴルフ等のスポーツを通じた都市住

民等の交流を促進します。

当該年度の取組

内容及び結果

○旭市飯岡しおさいマラソン大会、全日本卓球選手権大会千葉県予選会、世界

ジュニア卓球選手権大会男女日本代表選手一次選考会、最終選考会、向太陽杯

パークゴルフ大会などの多様な大会に多くの都市住民等の参加がみられた。

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等 ○継続して多数の都市住民等との交流を行う 。

事　業　名 ５８．オリンピック事前キャンプ地誘致

事業内容

東京オリンピック事前キャンプ地誘致推進本部を運営し、事前キャンプ地の誘致に

取り組みます。

当該年度の取組

内容及び結果

○ホストタウン事業として、日本卓球協会宮崎強化本部長、ジュニア女子監督、ナ

ショナルチームコーチによる卓球指導会、体験会を開催し、子どもから高齢者まで

市内外から多くの参加をいただき、事業は成功した。

○既存卓球台8台天板交換、副審判台8台購入。

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　

今後の取組・課題等

○ドイツ卓球チームの事前キャンプに備え、総合体育館の改修等準備を行う。

○ドイツ以外の国や陸上競技のキャンプ地の話があった場合は、個別に交渉を進

めていく。

○サーフィンの事前キャンプ地誘致についても各国へＰＲして進めていく。

事　業　名 ５９．ドイツ交流事業

今後の取組・課題等

○県がドイツ・デュッセルドルフ市と卓球交流事業を開催する会場の提供と県内及

び市内選抜選手の交流を図るための隔年の事業で、R2年度に実施する。

事業内容

ドイツ・デュッセルドルフ市との卓球交流事業を通じて、国際社会で活躍できる人

材を育成し、国際人の育成と競技力向上を目指します。

当該年度の取組

内容及び結果

○千葉県とドイツ・デュッセルドルフ市とのスポーツ交流（卓球）を旭市で平成30年7

月28日から8月3日まで開催し、デュッセルドルフ市からコーチと子どもたち、合計10

名が来日した。旭市での開催は、4回目であり、卓球練習や試合はもちろん、寺院

散策、書道体験など日本文化にも触れ、千葉県の子どもたちとの教育、文化交流

を図り、友好を深めることができた。

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調　　　
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○総合戦略の主な事業

○総合戦略の主な事業

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調

今後の取組・課題等

○令和元年度は、茅野市の児童が旭市を訪問し、震災の教訓を伝える防災教育

や地曳網を通して、旭市の文化や自然を体験するほか、オリンピックの機運が高ま

る卓球を通して、昨年茅野市を訪問した中央小、琴田小、干潟小児童と交流を図

る。

②自治体間交流の促進（生涯学習課）

事　業　名 ６０．茅野市児童交流事業

事業内容

豊かな人間性や社会性を養い、21世紀を担う視野の広い人材をはぐくむため、交

流による体験活動を通して相互理解と友好親善を図ります。

当該年度の取組

内容及び結果

○市内中央小、琴田小、干潟小の5年生33名が、2泊3日で茅野市を訪問し、

八ヶ岳総合博物館、尖石縄文考古館の見学や、北八ヶ岳での散策を通して、

茅野市の文化や歴史を学び、自然を体験した。またキャンプファイヤーや

ウォークラリーを通して茅野市の児童と交流を深めた。

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調

今後の取組・課題等

○沖縄交流も合併後14年目を迎え交流も親密になってきている。訪問した小学校

で交流会や給食の時間を共に過ごすことができ、交流学習の趣旨に沿った活動を

行うことができた。○文化の違いや、沖縄の歴史について事前学習を今後も充実さ

せたい。また、本市の文化や歴史と併せて全国に誇る農産業についても、積極的

に伝えていく。

②自治体間交流の促進（学校教育課）

事　業　名 ６１．沖縄交流事業

事業内容

子どもたちの市民としての誇りや郷土愛をはぐくむため、沖縄県中城村との交流を

推進します。

当該年度の取組

内容及び結果

○沖縄交流事業の実施。本市と沖縄県中城村の児童が相互に訪問し、郷土の文

化や歴史、自然等の様々な交流を通して、相互理解と友好親善を図ることができ

た。6月28日～30日にかけて小学校3校(共和小・三川小・飯岡小）の20名の児童

が、沖縄県中城村を訪問し、11月8日～10日に沖縄県中城村から小学校3校(中城

小・津覇小・中城南小）の18名の児童が本市を訪問した。
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事業内容

青少年の非行防止、健全育成、学校や子どもの安全確保のため関係機関と協力

し、交通事故や不審者等からの被害の減少を図ります。

【施策29　防犯対策の充実】【施策29　防犯対策の充実】【施策29　防犯対策の充実】【施策29　防犯対策の充実】

①防犯体制の充実（学校教育課）

○総合戦略の主な事業

事　業　名 ６２．青少年センター活動費

当該年度の取組

内容及び結果

○旭市学校警察連絡委員会を運営し、学校、警察、保護司会等の諸機関との連

絡調整を図ってきた。8月、12月、3月の計3回の合同パトロールを実施した。また、

職員による朝のパトロールや中学校との特別パトロールを実施した。不審者情報を

メールで配信し、未然防止を呼びかけた。（メール受信登録者数 平成31年3月末

現在1,746件）

○小学校の防犯活動を中心に活動する「スクールガード・リーダー」を配置し、子ど

もたちが安心して過ごせる学校安全体制を整備している。平成30年度は、学校巡

視日数は159日、不審者対応訓練教室での指導が8回であった。

評　　　　価 □完了　　　■順調　　　□概ね順調　　　□横ばい　　　□不調

今後の取組・課題等

○今後も、旭市学校警察連絡委員会を核とした青少年の非行防止、健全育成、安

全確保に努めていく。

○不審者情報メールの受信登録者数を増やすため、1年毎に更新するシステムを

改め、継続して登録できるようにしたことにより、登録者数が増加したため、継続して

いく。

○スクールガード・リーダーの活動を見直し、子どもたちの下校時の安全確保に特

化できるように活動時間帯や活動内容を変更したことで、午後6時までの見守りが

可能となった。日没が早い時期には、中学校の部活動後の下校にも対応できるた

め、今後も継続していきたい。
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６．６．６．６．点検・評価に関する学識経験者からの意見点検・評価に関する学識経験者からの意見点検・評価に関する学識経験者からの意見点検・評価に関する学識経験者からの意見    

 

                                                   

菅 谷 充 雅 

 

○教育委員会の点検・評価（総括）について 

旭市の教育に関する大綱を基本理念とした具体的な取組が着実に進められており、示

された教育委員会の事業評価は適切と判断します。    

学校教育に関しては、学校や児童生徒の実態に応じた教育支援体制を構築して、きめ

細かく取り組んでいる状況が見られます。 

市内全小中学校への訪問、定例教育委員会議や総合教育会議の開催、広報誌を活用し

ての市民への広報活動など教育委員会としての責務を着実に果たしています。また、限

られた予算の中で様々な専門性を持つ外部人材を学校現場へ配置しており、学校教育に

求められている諸課題の解決に向けて大きく貢献しています。 

社会教育については「誰もが生きがいを持てるまちづくり」という基本目標の実現に

向けて、社会教育施設の整備改修、各種講座の開催、文化の醸成に結びつく芸術文化事

業の開催、健康増進に向けた各種スポーツ活動の実施、子育て世代への支援活動、青少

年の健全育成など「開かれた教育委員会」としての機能を活かした取組は大いに評価で

きます。 

今後は、近い将来予想される少子化、高齢化という社会状況を見据え、多くの市民の

ニーズを把握して生涯にわたる教育活動の支援を図っていただきたいと思います。 

  

○総合戦略掲載事業の進捗状況及び評価について 

【施策 03 観光の振興】 

 ②観光施設の整備                    評価：概ね良好 

文化財は市の歴史･文化を継承する上で貴重な財産です。しかし、本市の文化財に対す

る市民の意識は高いとは言えません。こうした点からも文化財マップの果たす役割はと

ても重要だと思います。なお、文化財マップについては、多くの市民が目に触れること

ができるような方策を検討していただきたい。また、大原幽学遺跡史跡公園に限らず、

文化財マップに記載されている場所についての看板も点検・確認し、計画的に設置を進

めていただきたい。 

 

【施策 05 保健の充実】             

 ①健康づくりの推進                   評価：良好 

健康意識の高まりからトレーニングルームを活用する市民が増えていると思われま

す。老朽化が進んでいる機器も増えているようですのでトレーニングルーム内の機器の

整備、更新等を計画的に進めていただきたいと思います。また専門トレーナによる各種

講座も市民のニーズを把握して今後も継続していただきたい。 
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【施策 06 スポーツの振興】             

 ①スポーツ活動の充実                  評価：概ね良好 

市民体育祭、市民駅伝大会、市民スポーツ大会等は回を重ね市民の関心も高まり、多

くの市民の参加が見られます。市民の健康増進に向けて、こうした事業の更なる充実を

図っていただきたい。スポーツ推進計画については早期に策定していく必要があると思

います。 

 ②スポーツ施設の維持管理                評価：概ね良好 

総合体育館をはじめ多くの充実したスポーツ施設があり、市民が積極的にスポーツに

参加できる環境が整っています。施設によっては老朽化が進んでいるので市民の意見も

参考にして費用対効果も鑑み、統廃合を含めて計画的に改修を進めていただきたい。 

 

【施策 07 子育て支援の充実】             

 ①結婚・子育て環境の整備                評価：概ね良好 

現在の子どもを取り巻く状況をみると、家庭教育学級の重要性はいっそう高まってい

ます。今後も保護者の要望等をしっかり把握して内容の充実を図っていただきたい。合

同学習会については、より多くの保護者の参加が得られるように時期等も含めて検討を

お願いしたい。 

放課後児童クラブは市内全１５小学校区に設置されていますが、環境面で各小学校区

により大きな違いがあります。保護者のニーズは高まっており、子育て世代が住居を構

える上でも重要な判断基準となっています。指導員の配置も含めて環境整備にいっそう

務めていただきたい。 

なお、国や県との関係、その事業の趣旨からも子育て支援課への移管を早期に進めて

いく必要があると思います。 

 ②子育て世帯への経済的支援               評価：良好 

育英資金給付事業や幼稚園・保育所等への助成は、保護者の経済的負担を軽減できる

素晴らしい取組と評価します。しかし、こうした事業についての認知度はあまり高くあ

りません。いっそうの周知徹底が図れるようお願いしたい。 

 

【施策 11 学校教育の充実】  

 ①教育内容の充実                    評価：良好 

  学校いきいきプランは他には見られない学校支援策であり、各学校では児童生徒の健

やかな成長につながる取組をしていると思います。児童生徒の「生きる力」を育むため

にもこの事業の教育的効果は大きいと思われます。 

  また、児童生徒科学作品展、図工美術作品展には多くの出品が見られ児童生徒の創造

性、独創性を育んでおり、児童生徒の成長に大きく貢献しています。小学校音楽集会は

児童の感受性を高める素晴らしい取組です。情報教育推進事業では、PC 教室をはじめ

各種機材を効果的に使えるよう職員研修を充実させていく必要があります。学校給食は

食育を進める上で重要な役割を担っています。給食だよりの発行や栄養教諭、栄養士の

学校への派遣、家庭教育学級での講演など食に対する子どもや保護者の興味関心を高め

る取組には感謝いたします。今後も更に効果的な取組を進めていただきたいと思います。 
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 ②教育支援体制の充実                  評価：良好 

  教諭補助員、ＡＬＴ・ＪＴＥ、学校図書館司書、スクールカウンセラー、課外活動指

導者等、多くの専門的な人材を学校に派遣することで学校の教育体制推進に大きく寄与

しています。児童生徒のためにも、また教職員の働き方改革の視点からも更なる充実が

望まれます。 

  特別支援教育を推進する上で特別支援連携協議会や専門家チーム会議の果たす役割は

益々重要になっています。また、幼小中高の連携を図る市独自の就学支援ステップシー

トの役割も大きくなってきています。今後は教職員や保護者の理解と効果的な運用方法

を検討していく必要があると思います。 

  教職員研修については、学習指導研究会の開催や各種職員研修の実施など教職員の力

量を高める工夫が見られます。今後は学校の意向を踏まえて道徳や小学校英語など新た

な内容の研修を実施することが求められていると思います。 

 ③学校施設の充実                    評価：良好 

  飯岡中改築事業の完了で市内小中学校校舎の耐震化が１００％となり、これまで計画

的に進められてきた改修事業を評価します。今後は児童生徒の安全を守る上でも、また

地域防災の拠点としての機能を持たせるためにも屋内運動場や天井等の非構造部材の耐

震化を計画的に早急に進めていただきたい。また、児童生徒の健康面からも一般教室へ

のエアコンの設置を早急に進めていく必要があると思います。 

 

【施策 12 生涯学習の充実】  

 ①生涯学習機会の充実                  評価：概ね良好 

  各公民館を中心に各種講座が開催され市民の学習機会が提供されています。講座によ

っては参加者数に偏りが見られるので市民のニーズをしっかり把握し、随時改善に努め

ていただきたい。また、リーダーとなる人材の発掘や育成、講座内容の周知等に尽力し

ていただきたい。 

 ②生涯学習関連施設の充実                評価：概ね良好 

  旭市生涯学習施設整備計画検討委員会の検討結果を踏まえ既存の施設の整備改修を計

画的に進めていただきたい。また、整備状況等については広く市民に伝えていくことも

大切だと思われます。 

 ③図書館及び関連施設の充実               評価：概ね良好 

  市民ニーズに応じた図書の充実、各学校と連携した配本事業、インターネットを活用

した貸し出し等の事業は素晴らしい実践であると評価します。図書館施設については老

朽化や利用実態などの面で多くの課題があります。移管、建て替え等も見据えて計画的

に改善を図る必要があります。また、図書館に携わる職員の配置についても専門性も含

めて改善の余地があると思います。 

 

【施策 13 芸術文化の振興・伝統文化の保存】  

 ①芸術文化の振興                    評価：良好 

  芸術文化の振興は市民の情操意識を高め、市民に潤いを与える重要な取組です。こう

した点からも文化活動を行っている団体への補助金の交付や東総文化会館利用料の助成
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等は評価できます。今後も質の高い芸術・文化に触れる機会を多く設けていただきたい。 

 ②文化財の保護                     評価：概ね良好 

  市内各地に散在している文化財の収蔵場所を干潟支所に決定したことで集中管理がで

き、とても良かったと思います。今後は貴重な文化財の具体的な保管方法を計画してい

くとともに、市民への広報や展示方法も検討していただきたい。大原幽学記念館につい

ては周辺公園の整備も含めて、資料や施設の整備に計画的に取り組んでいただきたい。 

 

【施策 14 青少年の健全育成】  

 ①青少年の健全育成の推進                評価：良好 

  成人式を実行委員会方式で運営することは参加者の意識を高める上でも効果のある取

組だと思います。また、児童生徒の率直な考えを披露できる青少年意見発表会の開催、

地域で育てることを具現化した通学合宿、多くの人と触れ合える地域子ども教室の開催

等、青少年の健全育成に向けた取組は評価できます。今後は青少年相談員や子ども会も

含めて大人のリーダー育成が重要になってきていると思います。 

 

【施策 17 交流の促進】  

 ①交流事業の促進                    評価：良好 

  2020 年東京オリンピック・パラリンピックを控え、市民の意識を高める上でも積極的

に事前キャンプの誘致活動を進めていることは評価できます。また飯岡しおさいマラソ

ン大会等へも例年多くの参加が見られ広く市民との交流が図られており、素晴らしい事

業となっています。今後もいっそうの内容の充実を図っていただきたい。 

②自治体間交流の促進                  評価：良好 

  長野県茅野市や沖縄県中城村との長年にわたる交流事業については多くの児童が参加

し、見聞を深めることで本市を再認識する機会となっています。本市の未来を担う子ど

も達を育成する上でも素晴らしい取組です。また、受け入れ校でも交流を通じて多くの

ことが学べています。ぜひ継続をお願いするとともに、より多くの児童がこの交流事業

に参加できることを望みます。 

 

【施策 29 防犯対策の充実】  

 ①防犯体制の充実                    評価：良好 

  スクールガードリーダーの配置は学校安全に大きく寄与しています。活動時間を学校

の実態に応じて変更したことは評価できます。また学校警察連絡委員会の合同パトロー

ルや教育委員会職員による特別パトロールなど、きめ細かな防犯活動は大きな成果をあ

げています。今後も多くの市民の目で子どもを見守る取組を続けていただきたい。なお、

スクールガードリーダーの活動については広く市民や保護者への周知をお願いしたい。 
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加 瀬 寿 一 

 

 

○教育委員会の点検・評価（総括）について 

  平成３０年度は、５年を計画期間とする「旭市総合戦略」の４年目、目標達成に向け

ての極めて重要な年度です。 

  このような中、旭市教育委員会では「旭市総合戦略」並びに「旭市の教育に関する大

綱」に基づき当該年度の教育行政の基本方針を策定、各種事業を進めた結果、点検評価

の対象となるほぼ全ての事務事業において、その実績を上げ、計画どおりの進捗を見せ

ています。これは教育委員会のみならず、学校現場、地域そして全ての関係者の日々の

実践活動、努力の成果と高く評価されるべきものです。 

  この報告書に示された評価は十分適切であると判断します。 

  これから本格的な人口減社会を迎えます。さらに進む少子化・超高齢化に教育の重

要性は益々高まることと思われます。教育委員会では首長との連携の下、市民ニーズ

を的確に捉え、他にはない旭市の教育行政を進められるようお願いします。 

 

○総合戦略掲載事業の進捗状況及び評価について 

【施策 03 観光の振興】 

 ②観光施設の整備                    評価：概ね良好 

文化財については、あまり知られていないというのが実状です。 

看板や案内板等の設置は周知のための第一歩となります。早急に着実に整備を進めて

ください。また、文化財マップの有効な活用をお願いします。 

 

【施策 05 保健の充実】 

 ①健康づくりの推進                   評価：良好 

トレーニングルームは、幅広い年齢層に活用され好評を得ています。さらなる充実、

発展に新規講座の開設やＰＲ活動を期待します。 

 

【施策 06 スポーツの振興】 

 ①スポーツ活動の充実                  評価：良好 

  市民体育祭をはじめとするスポーツイベントは、世代間、地域間の交流や地域の活

力づくりにつながるものです。そして何より参加者からは「楽しかった」「良かった」

の声が聞かれます。これからも継続されるよう望みます。 

  スポーツ推進計画は必要ないものなのでしょうか。どういう形であれ指針や目標は

定めるべきで、早期に策定をと考えます。 

 ②スポーツ施設の維持管理                評価：概ね良好 

  施設の老朽化は避けられないものです。利用者の安心安全のため、常に点検を心が

けていただきたい。改修、修繕については、今後も計画的に実施し適正な維持管理を
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お願いします。 

  また、施設の統廃合については、利用者、関係者等と意見を聴きながら早めの方向

付けをされたいと考えます。 

 

【施策 07 子育て支援の充実】 

 ①結婚・子育て環境の整備                評価：良好 

  子育てに迷いや悩みはつきものです。保護者同士が共に考え支えあう場として、家

庭教育学級は、大きな支援になっていると思われます。今後も様々な学習会を企画さ

れ、さらなる充実を期待します。 

 ②子育て世帯への経済的支援               評価：良好 

  旭市の育英資金は貸付けではなく、給付という特徴ある有利な資金といえます。 

  実績を見ると、新規給付者は 19 名、この枠を増やすことは可能でしょうか。旭市で

育った子ども達を皆で支援していく、この素晴らしい事業がさらに拡充できたらと考

えます。 

  第３子以降保育料等の無料化については、庶務課から子育て支援課へ移管した方が

良いのでは。 

 

【施策 11 学校教育の充実】 

 ①教育内容の充実                    評価：良好 

  それぞれの学校が特色ある学校づくりに主体的に取り組む学校いきいきプラン事業。

文化・芸術鑑賞、地域との交流会など、日頃、体験できない催しに、子ども達は新しい

発見や感動を覚えたことと思います。素晴らしい事業であり、さらに継続発展を。 

  学校給食で「千産千消デー」「ＷＡＳＨＯＫＵの日」「ものがたり給食」など様々な取

り組みがなされていることを初めて知りました。旭市の学校給食は食育に大きく貢献し

ています。 

 ②教育支援体制の充実                  評価：良好 

  市の様々な支援事業は着実に効果を上げており、年を追うごとに手厚い支援となって

いることが見えます。市の予算確保も大変だとは思いますが、さらなる拡充を期待して

います。 

 ③学校施設の充実                    評価：良好 

  学校大規模改修事業については、計画どおり着実に進められています。安心安全な学

校環境づくり、大いに評価できます。 

 

【施策 12 生涯学習の充実】 

 ①生涯学習機会の充実                  評価：概ね良好 

  幅広い年齢層が参加できる講座の開設、その内容は充実していると思われます。さら

に市民ニーズ、時代の要請に沿った講座を取り入れ、多くの市民の参加を促してもらい

たい。リーダーの発掘は、講座参加者の中だけではなく広く募れば確保できるのではな

いでしょうか。 
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 ②生涯学習関連施設の充実                評価：概ね良好 

  数多くの生涯学習施設があり、何れも老朽化が進み維持管理が難しい状況となってい

ます。長期的な維持のため計画的に修繕をすることは必要ですが、利用状況、老朽度等

に鑑み、廃止・統合を進めるとともに、複合施設の設置についても具体的に進めていた

だきたい。 

 ③図書館及び関連施設の充実               評価：概ね良好 

  図書館は施設の老朽化の問題もありますが、蔵書数や利用スペースなど利用者が満足

できる状況ではありません。この環境で図書館の充実に努力されていることは評価でき

ます。図書館機能の移設や新しい施設の建設を進めてください。 

 

【施策 13 芸術文化の振興・伝統文化の保存】 

 ①芸術文化の振興                    評価：概ね良好 

  文化振興事業の催しは、何れも好評だったと聞いています。今後も地方での鑑賞が難

しいコンサート等の催しを企画していただきたい。 

 ②文化財の保護                     評価：概ね良好 

  文化財は旭市の貴重な財産です。その保護・保存に努力されていることが十分伺えま

す。「あさひ 輝いた人々」の広報あさひへの掲載は非常に良かったと思います。皆が地

域の文化や歴史を知るための啓発・ＰＲ活動に力を入れてもらいたいと思います。 

 

【施策 14 青少年の健全育成】 

 ①青少年の健全育成の推進                評価：良好 

  青少年育成に関わる組織、団体、指導者等の様々な取り組みが十分見られます。また、

青少年意見発表会は素晴らしい企画です。今後も継続され、大きなＰＲ活動もお願いし

ます。 

 

【施策 17 交流の促進】              

 ①交流事業の促進                    評価：良好 

  しおさいマラソンや向太陽杯パークゴルフ大会は、市外からの参加者に好評でありリ

ピーターも多い。今後もＰＲを進め、参加者増、大会の拡充を図ってもらいたい。 

 ②自治体間交流の促進                  評価：良好 

  交流事業は、子ども達に貴重な体験をさせてくれるものです。初めて見る自然、言葉

や文化の違い、驚きと感動の数日間だったと思います。この交流が将来も長く続くこと

を期待しています。 

 

【施策 29 防犯対策の充実】 

 ①防犯体制の充実                    評価：良好 

  子ども達を皆で見守ろうという体制が出来つつあるように感じます。その一つとして

旭市学校警察連絡委員会の活動は十分評価できます。今後も関係諸機関との連携を高め

子ども達の安全確保に努めていただきたい。 
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